








要約:平成 4 年度のリサーチクェスチョンに従い,各地域における従来の(1 次)遺伝相談の

ニーズと実態,高度な知識・技術を要する(2 次)遺伝相談のニーズを,医師・保健婦・一般

人を対象に調査した。近年の遺伝子診断技術の進歩を反映して,主として 2 次遺伝相談自

体とそのネットワーク作成への要望が大きいことが判明した。それに対して従来の 1次遺

伝相談は実施施設は多いものの,必ずしも充分には機能していないこともわかった。従っ

て,今後の遺伝病診断ネットワーク作成は 2次相談施設が主体となるであろう。


